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研究成果の概要（和文）：九州大学が所蔵する合巻（ごうかん）・読本（よみほん）という江戸時代後期の戯作（げさ
く）を対象として、戯作文献データベースを構築した。従来のデータベース作成は紙媒体の目録が主体であったが、今
回の研究成果は、インターネット上でPDF画像による全頁閲覧を可能にし、調査結果を踏まえた書誌情報を同じくwebに
公開することで公開資料の学術的な質を担保するなど、次世代の学術研究環境の整備を成し遂げた。

研究成果の概要（英文）：Kyushu University holds numerous YOMIHON and GOKAN (Japanese GESAKU Literature).
I constructed an electronic database of them. Most of Conventional GESAKU databases are paper-made invento
ries. But this electronic database consist of PDF images so it allows users to view all pages at once on t
he Internet. Users can upload their survey results on the website so it ensures the academic quality of th
e surveys. This research has achieved the improvement of academic research environment for the next genera
tion researchers.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： データベース　PDF画像　読本　合巻　九州大学所蔵　戯作　書誌情報　松浦家

文学・日本文学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
  
日本古典文学のテキスト提供は、従来の
影印版（写真版）からインターネットを介
した画像データベース公開へと変化してお
り、これは公共性・利便性の点で不可逆な
流れである。現在、各種機関で画像データ
ベースが公開されているが、作品の一部分
しか表示できない、表示に時間がかかりす
ぎる、印刷も端末への保存もできないなど、
江戸の文献をいかに利用するかを想定でき
ていない、情報処理の専門家が作成した自
己目的的なデータベースが散見される。次
世代の研究環境を整備するためには、研究
者・一般利用者が真に活用できるデータベ
ースの作成が求められている。 
 
 
２． 研究の目的 
 
本研究は、合巻・読本という江戸時代後
期の戯作を対象として、九州大学所蔵本を
中心に戯作文献データベースを構築するも
のである。従来のデータベース作成は紙媒
体の目録が主体であったが、本研究では、
インターネット上で PDF 画像による全頁
閲覧を可能にし、調査結果を踏まえた書誌
情報を同じく web に公開することで公開
資料の学術的な質を担保するなど、次世代
の学術研究環境の整備を目的とする。 
 
 
３． 研究の方法 
 
 期間内に着実に研究成果を上げるため、
九州大学附属中央図書館所蔵の「読本コレ
クション」と九州大学文系合同図書室所蔵
の「旧松浦家蔵草双紙」のデータベースの
作成を試みた。 
「読本コレクション」については、書誌
情報及び一部画像はすでに web で閲覧可
能であったため、今回は「判読可能なテキ
ストの提供」という方針のもと作業を行っ
た。これは、読本という近世小説の性格を
鑑みて、テキストとして通読できることを
重視したからであり、読本コレクションに
収まる全作品をデジタル画像で通読できる
環境を提供することを第一とした。そのた
め、高画質ながら画像取得に時間がかかる
スキャナではなく、デジタルカメラによる
撮影を行い、元画像を適度な容量に加工し、
原本 1 冊ごとに PDF 形式にファイル化し
ての提供とした。 
「旧松浦家蔵草双紙」については、まず
全点の詳細な書誌情報をとった。具体的に
は、「ＩＤ・書名採用基準・書名・書名ルビ・
検索用ルビ・角書・角書ルビ・検索用角書
ルビ・書型・巻冊・刊年・西暦・板元・作
者名・画工名・他画者・筆工・彫工・柱題・
構成・序・奥目録・備考・旧蔵・朱識語・

請求番号」という項目で書誌情報を記録し、
エクセルファイルにまとめた。さらに、読
本コレクション同様に「判読可能なテキス
トの提供」という方針で、すべての短編合
巻と、長編合巻の一部を、PDFファイルに
よる全頁画像として、書誌情報をもとに作
成した web データベースにアップロード
した。 

 
 
４． 研究成果 
 
 「読本コレクション」227部 756冊のす
べての全頁画像を PDF ファイルのかたち
で九州大学附属図書館のホームページから
提供した。「判読可能なテキストの提供」と
いう明確な方針で提供画質を設定したため、
表示やダウンロードに時間がかかりすぎる
こともなく、印刷も端末への保存も可能で
あり、研究者と一般利用者が真に利用しや
すいデータベースが完成した。 
 九州大学付属図書館HPに公開した解説
を、以下引用する。 
 
  
九州大学附属図書館（中央図書館）
の所蔵する読本コレクションの全頁
画像を公開する。すでに同コレクシ
ョンは、九州大学附属図書館ホーム
ページの日本古典籍画像データベー
スよりデジタル資料が閲覧可能であ
るため、今回あらためて公開するに
至った経緯を述べておきたい。 
 現在、デジタル化した古典籍資料
をWEB上に公開し、閲覧を可能に
する試みが各図書館で行われている。
九州大学附属図書館でも、はやくか
ら日本古典籍画像データベースとし
て古典籍のデジタル化に取り組んで
おり、そのうち読本コレクションは
平成 11 年 3 月に公開され、表紙・
見返し・序跋・目録・内題・刊記な
ど、書誌確認に有用な箇所を中心に
WEB 上で閲覧できる状態にある。
なかでも希少価値の認められる 8点
については全頁画像を公開している。
今回、一部にとどまっていた全頁画
像の公開を、読本コレクションのす
べてに対して行うものである。 
 すでに書誌確認に必要な箇所は高
画質の画像で閲覧可能であるため、
今回は「判読可能なテキストの提供」
という方針のもと作業を行った。こ
れは、読本という近世小説の性格を
鑑みて、テキストとして通読できる
ことを重視したからであり、読本コ
レクションに収まる全作品をデジタ
ル画像で通読できる環境を提供する
ことを第一とした。そのため、高画
質ながら画像取得に時間がかかるス



キャナではなく、デジタルカメラに
よる撮影を行い、元画像を適度な容
量に加工し、原本 1 冊ごとに PDF
形式にファイル化しての提供とした。
作業には細心の注意を払い、原資料
と対照してのチェックも行ったが、
デジタル・コンテンツはそれ自体で
自立したものではなく、原資料の情
報を得るための便宜的な存在である
との姿勢で臨んだ。よって利用目的
により、日本古典籍画像データベー
スや原資料の閲覧と使い分けて、本
コンテンツを活用していただきたい。 
 なお、この度の試みは、「次世代研
究環境整備のための在九州戯作文献
データーベースの構築」（学術研究助
成基金助成金 若手研究（B） 研究
代表者：菱岡憲司 研究課題番号：
23720131）の一環として、九州大学
附属図書館の協力のもと行ったもの
である。撮影・画像加工の作業に際
し、九州大学大学院生の村上義明・
工藤いずみ・趙晶・平山聖悟の協力
を得た。 

 平成２４年９月 
有明工業高等専門学校 菱岡憲司 

 
  
 「旧松浦家蔵草双紙」は、所蔵元の九州
大学文系合同図書室でも、書名・作者名程
度の簡単な棒目録しか存在しない状態であ
ったが、学術的な作法に則った書誌調査の
結果、短編合巻 155 点 204 冊、長編合巻
21 点 279 冊、その他 4 点 5 冊、総計 180
点 488冊という概要が把握でき、かつ表紙
に「平戸藩蔵書」（朱陽・方印）との蔵書印
と、朱筆による通し番号が付された短編合
巻は、『甲子夜話』で名高い平戸藩第 9 代
藩主、松浦清（静山）が蒐集したものを、
第 10 代熈が整理した旧蔵書である、とコ
レクションの性格を見定めた。さらに詳細
な書誌データをもとにデータベースを作成
し、すべての短編合巻と、長編合巻の一部
を、PDFファイルによる全頁画像として公
開した。こちらも読本コレクションと同様
の方針で画像データベース化したため、や
はり研究者と一般利用者が真に利用しやす
いデータベースが完成した。 
九州大学付属図書館 HPに公開した解説
を、以下引用する。 
 

 
九州大学附属図書館文系合同図書
室が所蔵する「旧松浦家蔵草双紙」
のデータベースを公開する。「旧松浦
家蔵草双紙」は、旧平戸藩主松浦家
が所蔵していた草双紙類を、昭和 40
年に九州大学文学部が購入したもの
である。内訳は、短編合巻 155点 204
冊、長編合巻 21 点 279 冊、その他

4点 5冊、総計 180点 488冊となっ
ており、長短編合巻が大半を占める。
中でも、表紙に「平戸藩蔵書」（朱陽・
方印）との蔵書印と、朱筆による通
し番号が付された短編合巻は、『甲子
夜話』で名高い平戸藩第 9 代藩主、
松浦清（静山）が蒐集したものを、
第 10 代熈が整理した旧蔵書だと考
えられる。同様に朱識語の残る黄表
紙は、現在、松浦史料博物館に所蔵
される。良好な保存状態で残る本コ
レクションは、松浦家の戯作蒐集、
ひいては近世大名の書籍蒐集をうか
がううえでも、貴重な資料群だとい
えよう。 
 今回、「旧松浦家蔵草双紙」全点の
書誌情報をデータベース化するとと
もに、すべての短編合巻と、長編合
巻の一部を、PDFファイルによる全
頁画像として公開する。画像公開の
方針は「読本コレクション」にした
がった。 
 なお、この度の試みは、「次世代研
究環境整備のための在九州戯作文献
データーベースの構築」（学術研究助
成基金助成金 若手研究（B） 研究
代表者：菱岡憲司 研究課題番号：
23720131）の一環として、九州大学
附属図書館の協力のもと行ったもの
である。書誌調査に際し、大庭卓也
（久留米大学）・菊池庸介（福岡教育
大学）両氏の協力を得た。また撮影・
画像加工の作業に際し、九州大学大
学院生の平山聖悟・趙晶・吉田宰の
協力を得た。 

 平成２６年３月 
有明工業高等専門学校 菱岡憲司 
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※平成 24 年度に「読本コレクション」は
すでに web公開したが、九州大学図書館の
システム改変のため、アドレスが変わった。
「旧松浦家蔵草双紙」は上記のアドレスよ
り閲覧可能であり、同データベースの「江
戸小説」のカテゴリーから、「読本コレクシ
ョン」のデータも閲覧可能である。なお、
平成 26年度中に、「読本コレクション」「旧
松浦家蔵草双紙」ともに新たなトップペー
ジのもと、九州大学図書館より改めて公開
される予定である。 
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